
顧問弁護士のご案内

　企業活動において生じる人事労務や取引先とのトラブル、経営拡大・新規事業
によって生ずる新たなリスク。弁護士法人リーガルプラスは、「適正な価格」で社
内事情・業界をよく知る弁護士が、スピーディーに対応いたします。

【対応業種】介護・医療機関、保険代理業、飲食業、販売業、IT関連業、建築・
内装業、製造業　など

（オンライン対応）セミナー講師派遣のご案内

取り扱い業務のご案内
　リーガルプラスでは、交通事故、労災事故、相続トラブル、離婚、借金問題、企業
法務などの法律問題について、各地域で対応しています。まずはお気軽に、お近く
の事務所へご相談ください。

　リーガルプラスでは、ご希望に沿ったテーマでの社内セ
ミナーや、勉強会の講師派遣を承っております。
　近年、法令遵守の徹底や、それに伴うガバナンスの強
化、ハラスメントの予防・体制作りといった点に意識を持
たれる企業も多くなってきました。企業が抱えるさまざま
な問題について、弁護士が社内セミナーの講師として、研修を通じてコンプライア
ンス意識の向上や、労務管理のレベルアップを支援します。

【受付】 
TEL：03-6265-1686（平日 9：30〜18：00）

E-mail : mail@bengoshi-lp.com
講演研修テーマ・費用などお気軽にお問い合わせください。

【東京法律事務所】 TEL：03-6265-1817

【津田沼法律事務所】 TEL：047-409-6371【千葉法律事務所】TEL：043-441-5831

【市川法律事務所】TEL：047-712-5100

【かしま法律事務所】TEL：0299-85-3350

【渋谷法律事務所】TEL：03-6427-1651【柏法律事務所】TEL：04-7197-3401

【成田法律事務所】TEL：0476-20-3031

【船橋法律事務所】TEL：047-407-4680

危険運転致死傷罪改正について

ニュースレターをお読みになられた方からの法律相談・個別案件のお問い合わせ（平日・土曜  9：30〜18：00）

1　はじめに
先ごろ、自動車運転死傷処罰法に規定されている危険運転致
死傷罪につき、新たな基準や類型の創設を柱とする改正が成立
し、令和8年7月21日から施行されています。業務において自動
車運転を必要とする会社において重要となる改正であることか
ら、今回はこちらの内容を概観してみましょう。

2　飲酒運転における数値基準の新設
飲酒運転に関しては、「アルコール…の影響により正常な運転
が困難な状態」という要件がかねてから定められていましたが、
数値基準がなかったため要件の認定が困難であり判断にばらつ
きが生じるという問題がありました。
改正法では新たに数値基準を設け、呼気中アルコール濃度が

0.5mg／L以上の場合で自動車を運転し人を死傷させた場合、
一律に危険運転致死傷罪が成立するとしました。また、上記の
数値基準を満たさなくても、アルコールの影響により正常な運
転が困難な状態であると認定されれば、同様に危険運転致死傷
罪が成立するものとされました。「アルコールの影響により正常
な運転が困難な状態」といえるかどうかは、事故態様、事故前
の飲酒量や酩酊状況、事故前の運転状況、事故後の言動、飲酒
検知結果等を総合的に考慮して判断されます。

3　高速度類型の新設
また新たに「高速度類型」という基準が創設され、最高速度
が時速60km以下の場合は時速50km以上の速度超過で、最高速
度が時速60kmを超える場合は時速60km以上の速度超過で、そ
れぞれ自動車を運転し人を死傷させた場合、一律に危険運転致
死傷罪が成立することとなりました。
加えて、これに準ずる速度であって、道路及び交通の状況に
応じて重大な交通の危険を回避することが著しく困難な高速度
であると認定されれば、上記数値基準を満たさなくとも危険運
転致死傷罪が成立するものとされました。ここでいう「準ずる」

とは数値基準と同程度の速度とされ、少なくとも数値基準を毎
時10km以上下回る速度であれば該当しないとされています。
また、「道路及び交通の状況に応じて重大な交通の危険を回避す
ることが著しく困難な高速度」と言えるかどうかは、道路の形
状や路面状況、歩行者や他の車両の交通量等に応じて、人の死
傷結果が生じるような事故を生じさせないようにすることが著
しく困難な高速度をいうとされています。

4　殊更滑走等類型の新設
故意（殊更（ことさら））にタイヤを滑らせまたは浮かせるこ

とにより、その進行を制御することが困難な状態にさせて自動
車を走行させ人を死傷させた場合に、同様に危険運転致死傷罪
が成立するものとされました。

5　おわりに
以上のとおり、危険運転に対してはこれまで以上に厳しい目

が向けられることとなります。業務で自動車を使用するにあたっ
ては、こうした運転が絶対に行われないための従業員教育や仕
組みづくりが急務といえます。

【柏法律事務所】
所属弁護士：若松　俊樹（わかまつ　としき）

東京大学法学部卒業、慶應義塾大学大学院法務研究科修了
後、弁護士登録以降東京で６年、茨城県水戸市で６年半強ほ
ど一般民事や企業法務などの分野で執務。現在は柏事務所
で、交通事故、労災事故、離婚・不貞問題などを中心に活動
を行う。趣味は読書や音楽鑑賞、好きな言葉は「鬼手仏心」、

「神は細部に宿る」。
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編集後記
「言葉が変われば、意識が変わる。「国体」から「国スポ」へ」
長年親しまれてきた「国体（国民体育大会）」が、2024年の佐賀大会から「国スポ（国民スポー

ツ大会）」へと名称を変えたのをご存じでしょうか。昭和の時代から日本のスポーツ界を牽引してき
た伝統ある大会の、歴史的な転換期です。
変わったのは名前だけではありません。背景にあるのは「体育」から「スポーツ」への意識の変

化です。かつての体育には「身体の育成や訓練」という、少し堅苦しい教育的なニュアンスが含ま
れていました。しかし現代のスポーツは、競技として競うだけでなく、誰もが自発的に「楽しみ、親
しみ、健康になる」ものへと進化しています。
また、カタカナの「スポ」という響きには、年齢や障害の有無を問わず、もっと身近で、多様な

人にワクワクしながら参加してほしいという願いが込められているそうです。
今年、第80回を迎える国スポは「青の煌（きら）めきあおもり国スポ」として、青森県で開催さ

れるとのこと。トップアスリートたちの熱戦を応援するのはもちろん、私たち自身も「観る・支える・
する」のいずれかで、新しくなった「国スポ」の風を感じてみませんか。まずは爽やかな秋晴れの下、
心地よく体を動かすことから始めてみるのもおすすめです。

1　相談までの経緯
Xさん一家は、家族で自動車に乗車中、ガソリンスタンドから
急に飛び出してきた車両に追突される交通事故に遭われました。
この事故で同乗していたご家族全員が負傷し、数ヶ月間の通院
治療を余儀なくされました。
治療終了後、相手方保険会社から示談金額の提示がありまし
たが、その内容が果たして適正なのかどうか分からず、将来へ
の不安を抱えられたXさんご夫婦が、当法人にご相談にいらっ
しゃいました。お話を伺った結果、当法人にてご家族全員の示
談交渉をご依頼いただくことになりました。

2　示談金額の提示内容
相手方保険会社から提示された示談金額を確認したところ、
ご家族全員の怪我の程度や通院期間を踏まえると、全体的に低
額なものでした。特に、同乗していた奥様に対する休業損害（主
婦休損）は0円と算定されていたうえ、慰謝料の額も低額にとど
まっていました。
Xさんの奥様は主婦として家事や育児の多くを担っていたた

め、本件の怪我によって家事労働に大きな影響が生じていまし
た。当職としては、ご家族全員の傷害慰謝料の増額を目指すと
ともに、奥様の主婦休損を適正な基準で請求することを方針と
して、交渉を開始しました。

3　具体的な活動
まず、奥様の主婦休損について、事故の状況、怪我を負った
部位、事故前に行っていた家事や育児の内容、事故によって影
響の出た作業、その影響の程度などをヒアリングしました。保
険会社は主婦休損を低く見積もる傾向があるため、単に一定額
を請求するのではなく、治療経過に応じて徐々に家事への影響
が減少していくという「逓減率（ていげんりつ）」を適切に設定
しました。これにより、実態に即した論理的で説得力のある計
算書を作成し、交渉に臨みました。
また、ご家族全員の傷害慰謝料についても、自賠責基準を確

実に上回るように精緻に調整しつつ、いわゆる裁判基準をもと
に増額交渉を行いました。この逓減率を適切に設定した現実的
なアプローチが功を奏し、相手方保険会社との交渉はスムーズ
に進展しました。最終的にご家族全体の合計示談金額を、当初
の提示額から倍以上に増額することに成功し、無事に和解をま
とめることができました。

4　おわりに
ご家族全員が交通事故に遭われるというのは、肉体的にも精

神的にも非常に大きな負担となります。とくに、主婦の方の休
業損害は、目に見える収入の減少がないため、保険会社から正
当に評価されないケースが少なくありません。
今回のように、専門的な視点に基づいた計算や、適切な逓減

率の設定を行うことで、スムーズに賠償額が適正化され、納得
のいく結果を得られることがあります。相手方保険会社の提案
に少しでも疑問や不安を感じたら、一人で抱え込まず、お気軽
に当法人までご相談ください。

交通事故解決事例

ニュースレターをお読みになられた方からの法律相談・個別案件のお問い合わせ（平日・土曜  9：30〜18：00）

【東京法律事務所】 TEL：03-6265-1817

【津田沼法律事務所】 TEL：047-409-6371【千葉法律事務所】TEL：043-441-5831

【市川法律事務所】TEL：047-712-5100

【かしま法律事務所】TEL：0299-85-3350

【渋谷法律事務所】TEL：03-6427-1651【柏法律事務所】TEL：04-7197-3401

【成田法律事務所】TEL：0476-20-3031

【船橋法律事務所】TEL：047-407-4680

リーガルプラスでは、中小企業法務から個人法律トラブルまで、各地域で対応
しています。交通事故に関する相談件数は、千葉県を中心に年間1,000件以上
の実績※がございます。まずはお気軽に、お近くの事務所へご相談ください。
※2025年1月1日～12月31日

【成田法律事務所】
所属弁護士：川原　宏宇紀（かわはら　こうき）

中央大学法学部卒業、東京大学法科大学院修了。弁護士登録
後は成田法律事務所に所属し、主に、交通事故、労働事件、離
婚・不貞問題などの一般民事を中心に、予期せぬ法律トラブル
に巻き込まれてお困りになっている方を助け、法的サポートを
行うことで、ご依頼者様が理不尽な思いをすることがないよう

活動を行う。好きな言葉は「無常迅速」。

プロフィール


